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対象疾患 胃、食道、小腸、大腸、肝臓、皮膚、乳腺、前立腺、膵臓、肺、心臓、胆

嚢、子宮に発生する癌及び炎症性疾患 

アセットの概要 

 

・全身の初代培養線維芽細胞を有する。 

・これらの細胞を癌培養上清で刺激し、microarray 解析を行なうことによ

り、多数のヒト大腸癌、胃癌の予後マーカーの抽出に成功した 解析

platform も有する。多数の臓器由来線維芽細胞を用いて、臓器特異的や共

通のマーカーを抽出可能である。 

・それらの中には機能を有する分子も含まれていると考えており、多くの

腫瘍を対象として間質を対象とした創薬標的等も検索可能である。 

・炎症性疾患も対象とすることが可能である (例：炎症性腸疾患の INFα

阻害実験等で実際に使用されている)。 
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